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ᶃதԝΤϦΞ੔උʢ౰ॳ��ԯԁˠ���ԯԁʣ
　６月に事業者の応募がなく入札が不調に。縮減目標を
20％から10％に見直したのであれば中央エリア整備に
ついてもその縮減目標にそって設計を一から見直すこと。
ᶄখฏୈेҰখֶߍ౳ෳ߹Խ
ɹʢ౰ॳ໿��ԯʙ��ԯԁˠ���ԯԁʣ
　地域の児童数が増加し、教室数不足が懸念される中、
公民館や地域センターをなくし、その機能を学校の中
に「（仮称）地区交流センター」として複合化する計画
は、防犯面や教職員の過重な負担、
子どもたちの学びや育ちへの影響等を
鑑み、複合化計画は中止を！

ᶅখ઒Ӻ੢ޱ஍۠市֗஍࠶։ൃۀࣄ
ɹʢ౰ॳ໿���ԯԁˠ���ԯ����ສԁʣ
　　「地下自転車駐車場整備事業」は約11億円から38億
円、小川駅舎と再開発ビルをつなぐ「暫定歩行者デッ
キ」は9366万8000円など、莫大な費用
がかかっていることから、西武鉄道と負担
割合について協議し、地域住民の理解が
得られるよう事業費の精査を行うこと。

　福祉会館等の中央エリア整備や小平第十一小学校
等複合化などの事業費が当初の2倍!３倍!に膨れ上が
り、市民から批判と疑問の声が上がる中、市は６月18
日に大幅な見直し方針「小平市公共施設マネジメント
推進計画（2027－2036）骨子案」を発表しました。
　主な内容はᶃద੾ͳमસͳͲ長ण໋ԽΛਤΓɺ౰
ॳ��೥ͱͨ͠ެࢪڞઃͷ࢖༻೥਺Λ��೥௒͑ͷ࢖༻
΋Մೳʹ͢Δɺᶄެࢪڞઃͷݮ࡟চ໘ੵΛ౰ॳͷ
。Δというものです͢ߋมʹݮॖˋ��Β͔ݮॖˋ��
コストの急激な増強に歯止めがか
からない状況と、何よりも懸念す
る市民の声を受け、大きな計画変
更を余儀なくされた形です。

今こそ、市民の願いが生きる、
安心して暮らしやすい街づくりを!!
今こそ、市民の願いが生きる、
安心して暮らしやすい街づくりを!!݄̒ 議ձ݄̒ 議ձ

日本共産党小平市議団は
以下のように提案します!

ެϚωܭը�େ෯ͳݟ௚ ʂ͠
ˠ��ˋ΁ݮॖˋ��

　巨大なデータセンターは知
れば知るほど一部の方たちの

問題ではありません。周辺には、保育園、二小、
九小、三中の通学路もあり、子どもたちの登下校
時は大丈夫か？と不安になります。５月16日の事
業主説明会には、施工業者は来ておらず、会場か
らは不満の声が響き渡っていました。予定時間を
大幅に過ぎても誰も席を立ちませんでした。小平
市は「中立」という一言で、関与
しようとしていません。今後は、
市にも積極的にかかわり、事業
主、住民の声を聞いてほしいで
す。（花小金井在住、Kさん）
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　公民館・地域センター等の統廃合は長年つくりあ
げてきた地域のコミュニティを損なうものです。公
共施設は地域住民の活動・交流の大事な場所である
と同時に福祉の向上に大きな役割をはたしており、
小平市民が誇る「宝」です。だからこそ市の勝手な
判断で廃止・売却すべきではありません。　
今こそ、小手先の事業見直しではなく、市民の願
いが生きる計画へと刷新する時です！

　データセンターは24時間365日稼働するため、莫大な電力を消費し、
機器冷却のための排熱も莫大なものになります。周辺の気温上昇、空調
設備による振動、低周波、蓄電池・燃料の火災、非常用発電機の運転に
よるばい煙や騒音などが問題視されています。
　天神町１丁目に建設予定のデータセンターは、延床面積約4.1万㎡、高
さ25m（８階建てマンション相当）工期は第１期が2026年10月から
2028年３月、第２期が2029年12月の予定です。
　住民が安全・安心に健康的に暮らす住環境が侵害されないように、近
隣住民、事業者、市とともに３者一体で協議することを、市に対して求
めました。市と住民が一体となったまちづくりや、計画段階からの住民
の声を反映させることが必要です。ゼロカーボンシティ宣言を掲げてい
る小平市として、データセンターは環境アセスメント対象とし、法整備
も市から国へ要望すべきです。

市民の声
തඒ議һͷҰൠ࣭໰ʢ݄̒議ձΑΓʣྠࡾ

住宅密集地に巨大データセンター建設？！
市は市民の立場に立った対応を!

住宅密集地に巨大データセンター建設？！
市は市民の立場に立った対応を!
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中
東
情
勢
悪
化
に
よ
る
物
価

高
と
資
材
不
足
が
深
刻
で
す
。

市
民
の
暮
ら
し
と
、
市
内
企
業

の
営
業
を
応
援
す
べ
き
と
質
問

し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
も
と
に
は
、
市
内

事
業
者
か
ら
物
価
高
と
資
材
不

足
が
起
こ
り
、「
ビ
ニ
ー
ル
包
装

の
価
格
が
上
が
っ
て
し
ま
っ

た
」「
ナ
フ
サ
由
来
の
製
品
が
大

幅
値
上
げ
さ
れ
た
」
等
、
悲
痛

な
声
が
届
い
て
い
ま
す
。

小
川
駅
再
開
発
ビ
ル
地
下

の
駐
車
場
は
無
料
に
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し
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さ
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し
て
い
ま
す
。

希
望
す
る
保
育
園
に
入
園
で
き

な
い
こ
と
は
保
護
者
に
と
っ
て

死
活
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

保
育
の
必
要
量
が
足
り
て
い
な

い
地
域
に
認
可
保
育
園
増
設
を

求
め
ま
し
た
！

さ
ら
に
「
き
ょ
う
だ
い
」
で

同
じ
園
へ
の
入
園
を
希
望
し
て

い
た
も
の
の
叶
わ
ず
別
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の
保
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所
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を
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な
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私
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の
こ
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は
小
平
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と
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急
事
態
で
あ
り
、

市
の
集
会
施
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等
の
開
館
時

間
は
原
則
、
９
時
か
ら
２２
時
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
小
平
市

が
３
月
に
示
し
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集
会
施
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の
開
館
時
間
の
見
直
し（
案
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す
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て
い
ま
す
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市
民
か
ら
は
ủ
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介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
人

は
増
え
て
い
ま
す
が
、
現
状
の

介
護
保
険
制
度
は
崩
壊
し
て
い

ま
す
。

国
が
推
し
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
①
利
用
料
の
ù
割
負
担
の

対
象
拡
大
②
ケ
ア
プ
ラ
ン
有
料

化
③
要
介
護
度
ø
・
ù
の
生
活

援
助
サ
ー
ビ
ス
等
を
総
合
事
業

に
移
行
す
る
な
ど
の
計
画
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
（
い

わ
ゆ
る
三
大
改
悪
案
）。

こ
の
ま
ま
で
は
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
に
対
し
、
利

用
を
控
え
て
し
ま
う
人
が
増
え

て
し
ま
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
度
の
訪
問
介
護

の
基
本
報
酬
は
引
き
下
げ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
う
し
た
影
響
を
受

け
、
２
０
２
5
年
度
の
小
平
市

内
の
訪
問
介
護
事
業
所
の
倒
産

・
閉
鎖
件
数
は
４
件
と
い
う
こ

と
が
質
疑
の
中
で
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
介
護
職
員
不
足
は
、

全
国
で
２5
万
人
不
足
し
て
い
る

と
い
う
統
計
が
あ
り
ま
す
。
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会

市
内
介
護
事
業
所
か
ら
は

「
職
員
不
足
を
改
善
し
て
ほ
し

い
」
と
の
切
実
な
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

現
在
小
平
市
内
の
特
養
ホ
ー

ム
待
機
者
数
は
、
１
３
４
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。「
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
た
い
け
れ

ど
、
な
か
な
か
入
れ
な
い
」
と

い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
特
養
ホ
ー
ム
の
拡
充

を
求
め
ま
し
た
。

今
後
も
介
護
保
険
制
度
の
崩

壊
を
許
さ
ず
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
た
め
に
市
内
介
護
事
業
者
へ

の
実
態
調
査
、
介
護
職
員
の
増

員
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
処
遇

改
善
、
特
養
ホ
ー
ム
待
機
者
ゼ

ロ
等
を
市
に
要
望
し
ま
し
た
。
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今
こ
そ
市
民
・
事
業
者
か
ら

イ
ラ
ン
・
中
東
情
勢
の
影
響
に

つ
い
て
実
態
調
査
を
行
う
こ
と
、

緊
急
支
援
策
と
し
て
補
正
予
算

を
組
む
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

小
川
駅
西
口
地
区
市
街
地
再

開
発
ビ
ル
の
、
４
階
・
5
階
フ

ロ
ア
に
は
図
書
館
、
公
民
館
、

市
の
出
張
所
等
が
入
り
ま
す
。

『
き
ょ
う
だ
い
』別
々
入
園
問
題

を
解
消
す
る
た
め
の
年
次
目
標

を
市
と
し
て
策
定
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
」
と
質
問
し
ま
し
た

が
、
市
は
「
具
体
的
な
年
次
目

標
を
立
て
る
こ
と
は
難
し
い
」

と
冷
た
い
答
弁
で
し
た
。

最
後
に
市
長
に
対
し
、
任
期

中
ま
で
に
待
機
児
童
と
き
ょ
う

だ
い
別
々
入
園
を
解
消
す
る
よ

う
強
く
要
望
し
ま
し
た
。
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ͳ
͕
ỳ
ͯ
͍
Δ
Ứ
と
の
声
が
、

党
市
議
団
の
も
と
に
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

市
は
最
短
で
２
０
２
７
年
４

月
に
集
会
施
設
等
の
開
館
時
間

の
短
縮
等
を
実
施
す
る
こ
と
を

想
定
し
て
い
ま
す
が
、
拙
速
に

決
め
る
の
で
は
な
く
、
市
民
、

利
用
者
の
意
見
を
も
っ
と
よ
く

聞
き
、
開
館
時
間
の
見
直
し

（
案
）
は
撤
回
す
べ
き
で
す
。

再
開
発
ビ
ル
の
地
下
に
は
入
居

者
用
駐
輪
場
と
施
設
利
用
者
駐

輪
場
が
整
備
さ
れ
図
書
館
や
公

民
館
等
を
利
用
す
る
方
々
も
停

め
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
市
施
設

等
を
利
用
す
る
方
の
費
用
が
不

透
明
で
す
。
質
問
す
る
と
、「
自

転
車
駐
車
場
の
関
係
で
す
が
、

１
時
間
は
無
料
と
す
る
可
能
性

を
持
っ
て
、
今
検
討
し
て
い
る

状
況
」
と
い
う
答
弁
で
し
た
。

私
は
、
図
書
館
や
公
民
館
等
、

更
に
投
票
所
と
な

る
市
施
設
の
駐
輪

場
は
無
料
に
す
べ

き
で
あ
り
、
市
は

再
考
す
べ
き
と
求

め
ま
し
た
。

1.市内の医療、介護、
福祉、中小事業者、
建設事業者、市の
委託事業者などに
ヒアリングを行い、
何が不足し、不安
材料となっている
か、早急に実態の
把握に努めること

2.イラン・中東情勢
の影響に関する相
談窓口と専用ダイ
ヤルを設置するこ
と

3.住民税、固定資産
税、国民健康保険
税の支払いが困難
な場合の相談体制
を強化すること

4.ゼロゼロ融資の返
済猶予を国に求め
ること

5.戦争終結のための
平和的な外交努力
を国に求めること

　2026年5月、イラ
ン戦争による影響か
ら市民の暮らしと営
業を守るための緊急
要望をしました。

党市議団
市長へ緊急要望!

公
民
館
や
地
域
セ
ン
タ
ー
等
の

開
館
時
間
の
短
縮
方
針
は
改
め
る
べ
き

公
民
館
や
地
域
セ
ン
タ
ー
等
の

開
館
時
間
の
短
縮
方
針
は
改
め
る
べ
き

※
国
の
公
式
な
統
計
（
待
機
児

童
数
）
に
は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ

て
い
な
い
も
の
の
、
実
際
に

は
希
望
す
る
認
可
保
育
所

な
ど
に
入
園
で
き
ず
、
実
質

的
に
待
機
状
態
に
あ
る
児

童
の
こ
と




